
版画の基本の「基」をゲット

貼って・彫って・刷って さまざまな版を体験！



１ 版画の基本の「基」について（理科室）
①教科書から
②材料・用具について
③指導書の活用について
④場の設定について

⑤印刷の要領について ※演示

３ 配慮を要する児童の指導について（理科室）

２ 実技

Ｂコース（図書室）
①紙版画について
②スチレンボード版画 実技
③片付け
④実技体験をふり返って

Ａコース（理科室）
①ドライポイントについて
②木版画 実技
③片付け
④実技体験をふり返って

※ＡコースとＢコースを自由に行き来しながら、
いろいろな版を体験してください。

今日の流れ



教科書について（３・４年生 上）



教科書について（３・４年生 下）



材料について

紙版画

緩衝材
（プチプチ）

片面波段ボール

毛糸 布

麻布 木の葉 など

スチレンボード版画

洗濯バサミ

フォーク

わりばし

ペットボトルキャップ

ペンのキャップ

など



用具について

彫刻刀 ニードル



用具について

ローラー

ゴムローラー スポンジローラー

練り板

インク

水溶性インク 中性インク 油性インク



用具について

刷り紙

◯和紙（鳥の子紙、奉書紙など）

◯画用紙、色画用紙

バレン

見当紙

刷り紙

見当紙

新聞紙

雑巾

汚れてもよい服装
など



刷りの場について

インクをつけるところ
（汚れたら取り替える）

見当をつけるためのしるし

版木を置くためのしるし



刷りの準備 A3のPPCの包紙がピッタリ☆



インクの準備 油性
中性

ポイント！

行きは バス

帰りは 飛行機



彫る際の安全ポイント

滑り止めシート
でもよいです

版木の角をあてます

机の手前に「でっぱり」
をひっかけて使います。



片付け

① 新聞紙の上で
ローラーを転が
します。

② ローラーの横に
付いたインクを
拭き取ります。

③ 練り板の紙を
剥がします。

ポイント！

ローラーにインクが残っていると、次に使うとき
に、インクが均一に付かなくなります。



ドライポイ
ント











木版画



木版画の種類

陰刻（線彫り）
主題（人物）の輪郭を描いた線を彫る
初めて彫刻刀を扱う４年生に多い

陽刻（面彫り）
主題（人物）の顔や腕など面を彫る
彫刻刀を既習した５，６年生に多い













画面構成









背景の印象

































特別な支援を要する児童にとって

何を、どうしたら

よいのか分からない

手先が不器用で、

思うようにできない

など

活動の自由度が高い。

自分のペースで活動できる。

適度に席を離れて活動できる。

いろいろな人から称賛される
機会がある。

オアシスの時間でもある！！



今日の講座の中でも…

◯ 見通しをもつための手立て

◯ 場の設定の工夫

◯ モデル演示

◯ 資料の提示

◯ 言葉かけ
福岡市発達教育センタ－

ホームページ





ひとりの支援
（特別な教育的支援）
「必要な支援・ないと困る支援」

みんなの支援
（クラス全体に役立つ支援）
「十分な支援・あると便利な支援」

ＵＤに基づく「わかる」授業づくり

図画工作科を オアシスの時間に！


